
宮博協だより                      2024年３月 No.28 

 
発行：宮崎県博物館等協議会事務局 http://miyahakukyo.starfree.jp  

 

 ■□■都城島津邸■□■ 

  都城島津邸内にある博物館施設・都城島津伝承館は、令和5年１２月に展示設

備の修繕を行いました。現在は、修繕後の空気環境整備のため、臨時休館中です。 

休館明けの際は、ぜひ皆さまお越しください。 

 

 

―宮博協だより第 28号の発刊によせて－ 

宮崎県博物館等協議会 会長 松野 義直  

各会員館・園におかれましては、令和５年度の本協議会事業につきまして、格段のご理

解、ご協力をいただき、誠にありがとうございました。 

 また、本年度は、新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行され、総会及び２回の

研修会につきましては、皆様のご協力により無事に実施することができましたことを、心

より感謝申し上げます。 

 さて、本年度４月１日に施行されました「博物館の一部を改正する法律」では、博物館

が行う社会の課題解決といった役割に加えて、博物館資料のデジタル化や地域の活力向上

を目指すなど博物館の事業や登録要件等の見直しが求められています。 

 私たち館・園は調査研究機関であるとともに、資料等の展示・解説を行う集客施設に併

せて地域資源の発掘と様々な分野と連携して地域の課題を解決する取組を展開していく必

要があります。そのためにも会員各館・園のノウハウやリソースを共有するネットワーク

形成が大変重要と考えております。 

 今後とも、会員各館・園の皆様と連携して、宮崎県の文化の発展のため取り組んで参り

たいと存じますので、引き続きご支援、ご協力をよろしくお願い申し上げます。 

伝承館外観 修繕前の展示室の様子 



令和５年度 宮崎県博物館等協議会 実施事業 

 

１ 令和５年度 総会、第１回研修会 

 【 期 日 】 令和５年６月２日（金） 

 【 会 場 】 宮崎県総合博物館 

 【 総 会 】 ○ 議 事 

         ・ 令和４年度事業報告について 

         ・ 令和４年度決算（案）及びミュージアムマップ更新積立金残高報告、災害時相互協

力基金残高報告について 

         ・ 令和４・５年度役員（案）、令和５年度事業計画（案）、令和５年度収支予算（案）に

ついて 

         

○ その他 

         ・ 宮崎県博物館等協議会会員証について 

         ・ 宮崎県博物館等協議会会費納入について 

  

【 研修会 】 ○ 講 演 

         ・ テーマ「『伝承』資料をアーカイブ化し、活かす。 

               ～宮崎大学地域資源情報活用センターの構想と地域づくり～」 

講師：宮崎大学 地域資源創成学研究科 地域資源情報活用センター 

  鈴木 良幸氏 

 

○ 情報交換・諸連絡 

 

○ 視 察 

         ・ 第４３回「SSP展＝自然を楽しむ科学の眼＝」 

              解 説：東木場 昭裕氏（SSP展委員） 

 

 

２ 令和５年度 第２回研修会 

 【 期 日 】 令和５年１０月６日（金） 

 【 会 場 】 石井十次資料館 

 【 巡 検 】 石井十次記念館  解 説：石井記念友愛社 理事長 児嶋 草次郎氏 

                             解説員（２名）   

 【 研修会 】 ○ 講 演 

         ・ テーマ「様々な資源を活かして地域の交流拠点を目指す美濃加茂市民ミュージアム

の取組」 

               講師：岐阜県美濃加茂市民ミュージアム 館長 可児 光生氏             

        

        ○ 情報交換会・協議 

        

  



令和５年度 総会・第１回研修会について【報告】 

 

１ 総会 

 午前の総会では、前年度の事業報告と会計監査報告及び決算（案）、役員改選（案）、新年度の事業

計画（案）と収支予算（案）といった、第１号～第５号議案について説明と協議が行われた。監査報

告では、高鍋町美術館の萱嶋館長にご報告いただいた。その他の事項については、宮崎県博物館等協

議会会員証と会費納入について説明を行った。また、宮崎大学農学部附属農業博物館より「教育支援デ

ータベースの概要と現状について」の紹介や物価高騰における燻蒸について、他館の燻蒸に関する工夫や実

践について意見を交換する場面もあった。 

 

 

２ 第１回研修会【研修】  

第１回研修会では、宮崎大学地域資源創成学研究科

地域資源情報活用センターの鈴木良幸氏による「伝承

資料をアーカイブ化し、活かす。～宮崎大学地域資源情

報活用センターの構想と地域づくり～」と題して研修を

行った。 

内容については、資料のデジタル・アーカイブ化と公

開・発信や宮崎大学地域資源情報活用センターの役割

と高鍋町歴史総合資料館所蔵資料アーカイブス・プロジ

ェクトについてご講演いただいた。 

  

３ 第１回研修会【視察】 

宮崎県総合博物館２階展示室において第 43 回

「SSP 展＝自然を楽しむ科学の眼＝」の視察を行った。

解説については、SSP 委員である東木場昭裕氏に依頼

し実施した。 

SSP 作品に関連する動物の剥製や地質資料等につ

いても具体的に説明していただいた。偏光板の解説で

は、多くの参加者が色が変化する様子に驚いていた。 

 

 

鈴木 良幸氏による講演 

宮崎県総合博物館 SSP展視察の様子  

総会の様子  



令和５年度 第２回研修会について【報告】 

 

１  巡検 

 石井十次記念館において巡検を実施した。は

じめに、石井十次資料館にて石井記念友愛社理

事長の児嶋草次郎氏より石井十次友愛社の概要

を説明していただいた。 

 次に、石井記念友愛社解説員２名による巡検

がスタートし、茶臼原自然芸術館、静養館、方

舟館、資料館の順番で施設を巡った。巡検に参

加した会員館・園は活動の様子や解説員の解説

を熱心に聞いていた。            

 

２  第２回研修会【研修】 

  午後の研修においては、「地域資源とミュージ

アム～つなぐこと・向き合うこと～」のテーマ

で美濃加茂市民ミュージアム館長の可児光生氏

による講演を行った。地域資源の発掘と様々な

分野と連携して地域の課題を解決する取組につ

いて美濃加茂市民ミュージアムの実践事例をも

とにご説明していただいた。 

 

３  情報交換・協議 

情報交換と可児氏のご講演をもとに、「教育や文化の域を超えた、まちづくりや福祉、国

際交流を実現するために多様な分野との連携はどうあればよいか」をテーマに協議を行っ

た。会員館・園における地域の課題と多様な分野との連携について報告をしていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

巡検の様子 

可児 光生氏による講演 

【事務局からのお知らせ】 

  ○ 災害時相互協力基金について 

基金の受付を開始しました。来年度の総会でもご説明をいたします。ＨＰ等でもお知らせしておりますの

で、寄付の運用相談や問合せ等ありましたら、事務局までお知らせください。 

  ○ 会員館のイベント広報について 

 協議会のホームページ及びＳＮＳで会員館のイベント情報を広報しています。ぜひ、情報をお寄せください。

また、記事の「シェア」等によって情報が拡散しますよう御協力ください。 

  ○ 施設情報の更新について 

 会員館の施設情報について、４月初旬に確認のＦＡＸをいたします。御協力ください。 

 ※ 協議会の研修や活動について、ご意見等ございましたら、事務局までご連絡ください。 
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